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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 2021年７月１日
至 2022年３月31日

自 2022年７月１日
至 2023年３月31日

自 2021年７月１日
至 2022年６月30日

売上高 (千円) 25,054,881 25,747,642 31,636,256

経常利益 (千円) 883,541 125,945 623,248

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 669,654 174,790 565,363

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 477,888 51,166 509,553

純資産額 (千円) 13,828,060 13,691,860 13,862,992

総資産額 (千円) 22,841,731 30,778,008 25,296,062

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 36.39 9.51 30.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 60.5 44.5 54.8
 

 

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年３月31日

自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり四半期純損失（△）

(円) 2.09 △9.58
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載していません。

３ １株当たり四半期（当期）純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式については、株式会社日本

カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出しています。

 
２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

(１) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2022年７月１日～2023年３月31日）におけるわが国経済は、2022年春以降、ウィ

ズコロナの下、社会経済活動の正常化が進みつつあり、行動制限や入国制限が大きく緩和されたことによりサー

ビス消費を中心に回復の動きがみられ、景気は持ち直しの動きを見せました。

しかしながら、ウクライナ侵攻の長期化、円安や鳥インフルエンザの蔓延等により、すり身をはじめとした原

材料価格や電気・ガス等エネルギー価格など多くのコストが想定をはるかに超えて上昇しています。また、当社

を含めた多くの企業がコスト上昇分を補填するために価格改定を実施し、様々な物品の価格が上昇していること

から、消費者の節約志向は強まっており、当社グループを取り巻く経営環境はかつてない厳しさとなっていま

す。

このような状況のもと、当社グループでは、“ICHIMASA30ビジョン”（2045年度のありたい姿）を目指し、

2021年７月から2026年６月までの第二次中期経営計画の２年目を迎え、“国内外のマーケットへの果敢なチャレ

ンジを通じ、事業の成長力・収益力基盤を確立し、ファーストステージ「成長軌道」を確実に実現する。”を基

本方針として経営課題に取り組んでいます。

また、地球環境の維持は企業活動の持続的な成長・発展のためには不可欠であり、「持続可能な開発目標

（SDGs：Sustainable Development Goals）」の達成を目指し、当社グループもステークホルダーの皆さまと協働

しながらサステナブルな課題の解決に取り組んでいます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高257億47百万円（前年年同四半期比6億92百万円

（2.8％）の増加）、営業利益は89百万円（前年同四半期比７億52百万円（89.4％）の減少）、経常利益は１億

25百万円（前年同四半期比７億57百万円（85.7％）の減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億74百万

円（前年同四半期比４億94百万円（73.9％）の減少）となりました。
 

セグメントの状況は、次のとおりです。
 

①  水産練製品・惣菜事業

売上は、2022年９月１日、2023年３月１日納品分よりお取引先さまの理解と協力のもと価格改定を行い、販

売数量は前年同四半期を下回ったものの、価格改定による売価上昇の効果もあり前年同四半期を上回りまし

た。

年末のおせち商品は、主原料・副材料のすべてが国産の「純」シリーズの伊達巻や蒲鉾の売上が伸長しまし

た。

利益は、主原料であるすり身をはじめとした原材料価格が高止まりしていることや、鳥インフルエンザの影

響による卵価の高騰、ウクライナ情勢や急激な円安などによる影響でエネルギーコストや油脂類、包装資材と

いった様々なコストも上昇していることから、前年同四半期を下回る結果となりました。

以上の結果、当セグメントの売上高は222億34百万円（前年同四半期比7億87百万円（3.7％）の増加）、セ

グメント損失（営業損失）は１億70百万円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）２億78百万円）とな

りました。
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②  きのこ事業

野菜市況は前年を上回り、きのこ市況に関しても前年を上回る推移でしたが、舞茸は他社増産の影響による

供給過多状態もあり軟調な推移となりました。

生産は、安定栽培や生産の効率化、品質管理体制の強化に努めるとともに、販売は、大容量商品や新発売の

「希なり」の提案、外食・業務用筋への提案拡大により、消費喚起・販売強化に努めました。

以上の結果、当セグメントの売上高は31億81百万円（前年同四半期比56百万円（1.8％）の減少）、セグメ

ント利益（営業利益）は１億96百万円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）５億29百万円）となりま

した。

 ③ その他

（運送事業・倉庫事業）

運送事業は、主に気象影響による輸入青果物の取扱数量の減少及び定期輸送便の一部終了により、売上は前

年同四半期を下回りました。また、コスト削減へ向けた取組みによる固定費の縮減を行ってきましたが、売上

の減少影響により、利益は前年同四半期を下回る結果となりました。

倉庫事業は、荷主が価格高騰の影響を抑えるために原材料等を前倒しで購入、寄託したことから、前期を上

回る高い在庫水準で推移したものの、荷動きが停滞したことにより入出庫料が減少したため、売上は前年同四

半期を下回りました。一方、収益性改善に向けた庫内管理の最適化を着実に推し進めた結果、利益では前年同

四半期を上回りました。

以上の結果、報告セグメントに含まれないその他の売上高は３億31百万円（前年同四半期比37百万円

（10.3％）の減少）、セグメント利益（営業利益）は60百万円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）

24百万円）となりました。

 

(２) 財政状態の分析

①  流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は114億45百万円（前連結会計年度末比23億32百万円

の増加）となりました。これは主に原材料及び貯蔵品並びに現金及び預金の増加によるものです。

② 固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は193億32百万円（前連結会計年度末比31億49百万円

の増加）となりました。これは主に有形固定資産の減価償却の進行の一方、本社第二工場の建設及び構築物並

びにリース資産の増加によるものです。

③ 流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は109億27百万円（前連結会計年度末比25億62百万円

の増加）となりました。これは主に支払手形及び買掛金の減少の一方、短期借入金の増加によるものです。

④  固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は61億58百万円（前連結会計年度末比30億90百万円の

増加）となりました。これは主に長期借入金及びその他の増加によるものです。

⑤  純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上の一

方、配当金の支払いにより136億91百万円（前連結会計年度末比１億71百万円の減少）となり、自己資本比率

は本社第二工場建設に伴い総資産が増加したため前連結会計年度末の54.8％から44.5％となりました。

 

(３) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。
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(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更

及び新たに生じたものはありません。

 

(５) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億64百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,400,000

計 64,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2023年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,590,000 18,590,000
東京証券取引所
（プライム市場）

単元株式数100株

計 18,590,000 18,590,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年１月１日～
2023年３月31日

― 18,590,000 ― 940,000 ― 650,000
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 
① 【発行済株式】

   2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 65,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
(普通株式)

185,188 ―
18,518,800

単元未満株式
(普通株式)

― １単元（100株）未満の株式
6,200

発行済株式総数 18,590,000 ― ―

総株主の議決権 ― 185,188 ―
 

（注）１ 単元未満株式には、自己株式が88株含まれています。

２ 「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、株式会社日本

カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式147,000株（議決権の数1,470個）が含まれています。

　　

② 【自己株式等】

  2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
一正蒲鉾株式会社

新潟市東区津島屋
七丁目77番地

65,000 ― 65,000 0.34

計 ― 65,000 ― 65,000 0.34
 

（注） 「株式給付信託（BBT）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式

147,000株については、上記の自己株式等に含めていません。

 
２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年１月１日から2023年

３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年７月１日から2023年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,318,833 3,008,478

  売掛金 2,884,656 3,194,935

  商品及び製品 888,761 728,705

  仕掛品 531,453 473,658

  原材料及び貯蔵品 2,289,432 3,380,973

  その他 199,892 659,089

  貸倒引当金 △559 △535

  流動資産合計 9,112,470 11,445,305

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,324,171 7,480,531

   機械装置及び運搬具（純額） 2,860,568 2,723,848

   工具、器具及び備品（純額） 167,085 153,620

   土地 3,179,344 3,179,344

   リース資産（純額） 179,705 1,759,299

   建設仮勘定 2,232,915 962,504

   有形固定資産合計 12,943,791 16,259,148

  無形固定資産 434,986 402,794

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,466,889 2,130,171

   その他 362,424 565,089

   貸倒引当金 △24,500 △24,500

   投資その他の資産合計 2,804,814 2,670,760

  固定資産合計 16,183,592 19,332,703

 資産合計 25,296,062 30,778,008

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,984,765 1,554,346

  短期借入金 2,723,152 5,712,894

  未払法人税等 176,906 51,185

  賞与引当金 80,828 326,214

  役員賞与引当金 18,672 －

  未払金及び未払費用 1,860,553 1,548,297

  その他 1,519,521 1,734,367

  流動負債合計 8,364,399 10,927,304

 固定負債   

  社債 200,000 100,000

  長期借入金 2,376,335 3,916,954

  役員退職慰労引当金 36,988 38,425

  役員株式給付引当金 97,280 110,295

  繰延税金負債 9,177 8,512

  その他 348,888 1,984,656

  固定負債合計 3,068,671 6,158,843

 負債合計 11,433,070 17,086,148
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 940,000 940,000

  資本剰余金 650,000 650,000

  利益剰余金 11,320,455 11,272,947

  自己株式 △166,135 △166,135

  株主資本合計 12,744,320 12,696,811

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,103,143 964,788

  為替換算調整勘定 15,528 30,259

  その他の包括利益累計額合計 1,118,672 995,048

 純資産合計 13,862,992 13,691,860

負債純資産合計 25,296,062 30,778,008
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 25,054,881 25,747,642

売上原価 20,080,669 21,361,311

売上総利益 4,974,212 4,386,330

販売費及び一般管理費 4,132,005 4,296,811

営業利益 842,207 89,519

営業外収益   

 受取利息 792 1,004

 受取配当金 17,903 15,397

 受取賃貸料 13,211 8,602

 受取手数料 20,474 10,833

 売電収入 12,289 12,710

 有価証券償還益 － 8,530

 持分法による投資利益 9,004 5,396

 雑収入 16,062 18,029

 営業外収益合計 89,738 80,504

営業外費用   

 支払利息 18,147 26,293

 投資有価証券評価損 712 －

 減価償却費 8,091 8,091

 支払手数料 21,200 9,500

 雑損失 253 193

 営業外費用合計 48,403 44,078

経常利益 883,541 125,945

特別利益   

 固定資産売却益 2,485 1,449

 投資有価証券売却益 132,170 174,321

 補助金収入 － 7,888

 特別利益合計 134,656 183,659

特別損失   

 固定資産除却損 443 2,654

 生産拠点統合費用 － 14,792

 特別損失合計 443 17,447

税金等調整前四半期純利益 1,017,754 292,156

法人税、住民税及び事業税 260,501 118,556

法人税等調整額 87,597 △1,190

法人税等合計 348,099 117,366

四半期純利益 669,654 174,790

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 669,654 174,790
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2023年３月31日)

四半期純利益 669,654 174,790

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △207,840 △138,354

 持分法適用会社に対する持分相当額 16,074 14,730

 その他の包括利益合計 △191,766 △123,624

四半期包括利益 477,888 51,166

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 477,888 51,166

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
 

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

12/18



【注記事項】

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容に重要な変更はありませ

ん。

 
(四半期連結損益計算書関係)

 

 ※   売上高等の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自 2021年７月１日  至 2022年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

 2022年７月１日  至 2023年３月31日）

当社グループは主力事業である水産練製品・惣菜事業及びきのこ事業の販売が第２四半期連結会計期間に集中

するため、第２四半期連結会計期間の売上高及び利益が他の四半期連結会計期間に比べ高くなる傾向がありま

す。
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。
 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
至 2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

減価償却費 1,012,844千円 1,015,667千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2021年７月１日 至 2022年３月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年９月28日
定時株主総会

普通株式 185,249 10.0 2021年６月30日 2021年９月29日 利益剰余金
 

（注）2021年９月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保

有する当社株式に対する配当金936千円が含まれています。
 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2023年３月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月28日
定時株主総会

普通株式 222,298 12.0 2022年６月30日 2022年９月29日 利益剰余金
 

（注）2022年９月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保

有する当社株式に対する配当金1,764千円が含まれています。
 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年７月１日 至 2022年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

水産
練製品・
惣菜事業

きのこ事業 計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 21,447,412 3,238,412 24,685,825 369,055 25,054,881 － 25,054,881

その他収益 － － － － － － －

  外部顧客への売上高 21,447,412 3,238,412 24,685,825 369,055 25,054,881 － 25,054,881

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － 350,878 350,878 △350,878 －

計 21,447,412 3,238,412 24,685,825 719,934 25,405,760 △350,878 25,054,881

セグメント利益 278,572 529,900 808,472 24,413 832,885 9,321 842,207
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない運送事業、倉庫事業セグメントです。

２　セグメント利益の調整額9,321千円は、主にセグメント間取引消去です。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2023年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

水産
練製品・
惣菜事業

きのこ事業 計

売上高        

顧客との契約から生じる収益 22,234,958 3,181,612 25,416,571 331,070 25,747,642 － 25,747,642

その他収益 － － － － － － －

  外部顧客への売上高 22,234,958 3,181,612 25,416,571 331,070 25,747,642 － 25,747,642

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － 419,278 419,278 △419,278 －

計 22,234,958 3,181,612 25,416,571 750,349 26,166,920 △419,278 25,747,642

セグメント利益又は損失
（△）

△170,929 196,292 25,363 60,933 86,296 3,222 89,519
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない運送事業、倉庫事業セグメントです。

２ 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるために、全社費用の配賦

基準を見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っています。なお、前第３四半期連結

累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の算定方法により作成したものを記載してい

ます。

３　セグメント利益の調整額3,222千円は、主にセグメント間取引消去です。

４　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
至 2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

   １株当たり四半期純利益 36円39銭 9円51銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 669,654 174,790

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

669,654 174,790

   普通株式の期中平均株式数(千株) 18,403 18,377
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２　株主資本において自己株式として計上されている株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社

の株式は、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めてい

ます（前第３四半期連結累計期間121,900株、当第３四半期連結累計期間147,000株）。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

一正蒲鉾株式会社(E00476)

四半期報告書

16/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2023年５月12日

一正蒲鉾株式会社

取締役会  御中

 
有限責任監査法人 トーマツ 　　

　　　　新　潟　事　務　所   
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 神　　代　　　勲  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 齋　　藤　　康　　宏  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている一正蒲鉾株式会社

の2022年７月１日から2023年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023年３月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年７月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、一正蒲鉾株式会社及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公
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正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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